
利用者から持ち込まれた本や図書館で除籍

対象となった本を、手続 

き不要でご自由にお持ち帰りいただけます。 

●期間：８月３１日（土）～１０月１４日（月） 

●時間：９：００～１９：００ 

●場所：玄関ロビー 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№１９６  令和 6 年 ９月 １日号 
編集・発行：  

（公財）天童市文化・スポーツ振興事業団 
スポーツセンター・美術館・織田の里歴史館 

図書館・農業者トレーニングセンター 

 

 五角形は、５つの館 

編集 浅黄 聖加 

 

 
図書館コーナー

鶴岡市出身の絵本作家、つちだよしはるさんの絵本原画展を今年も開催し
ます。最新作から２作品と原画展オリジナルのタペストリー、つちださん初
のタブレット端末で描いたデジタル・アートを展示します！ 
また、つちださん作の「天童の方言ぬりえ」（参加者へはポストカードのプ

レゼントあり）と「つちださんにメッセージをとどけよう」も、どなたでも
参加できます。 
♪展示期間：９月２８日（土）～１０月６日（日） 

※１０月４日（金）のみ１５時まで 
♪開催場所：第 1 会議室 
♪入 場 料：無料 

☆一般特集 写真をたのしむ 

☆児童特集 おじいちゃん おばあちゃん 

だいすき 

昨年の様子 

９月の特集 リユース市ｉｎロビー 

真っ白なお皿に、つちださんと絵具で絵を描いて、世界にひとつだけの絵皿をつくろう！ 

♬ 日 時：１０月５日（土）午前の部：１０時～１１時 

午後の部：１３時～１４時 

※イベント終了後、本を購入された方を対象にしたサイン会もあります。 

♬ 場 所：第１会議室 

♬ 定 員：各回１０名 

♬ 対 象：４歳から小学６年生 ※付き添いの大人は１家族１人まで 

♬ 参加費：５００円（材料費・保険料として。当日支払い。） 

♬ 受 付：９月２０日（金）～２６日（木）まで、カウンターまたは電話で受付ます。 

抽選により参加者を決定し、当選者には後日電話で連絡します。 

※詳しくは図書館までお問合せください。（電話：０２３－６５４－２４４０）                  

今月も楽しいイベントが 

たくさん！みんな来てね！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

生誕１１０年 

今野忠一展 わが心の名山 

特別展示 番場三雄 

９月２７日（金）～１０月２７日（日） 

９月５日（木）～９月２３日（月・祝） 

昨年の再興院展で最高賞となる内閣総理大臣賞を受賞した

《上杉家御廟所》をはじめとする、番場三雄の作品を展示しま

す。《上杉家御廟所》は、米沢市にある歴代藩主の墓所を描い

ており、約１０年間に渡り何度も写生に訪れ仕上げられまし

た。神秘的な空気感や時代を超えて大切にされてきた人々の深

い思いがこめられた作品です。 

上村松園 《深雪の図》 

吉野石膏コレクションは、吉野石膏株式会社と（公財）吉野石膏美術振興財団が所蔵する

絵画の総称です。天童市美術館には日本画、油絵、版画、素描など合わせて２５６点の作品

が寄託されており、定期的にコレクション展を開催しています。本展では、夏から秋にかけ

ての季節に合わせた作品４０点を展示します。 

上村松園は明治から昭和にかけて活躍した女流の美人画家です。 

この絵に描かれる女性は『朝顔日記』という浄瑠璃作品に登場するヒ

ロインの深雪です。朝顔日記は、蛍狩りに出かけた先で出会った阿曽次

郎という青年との悲恋の物語です。扇に書かれた歌は「朝顔の歌」であ

り、阿曽次郎が書いたものです。扇を見て物思いにふけっていた深雪で

すが、足音がして慌てて扇を隠し振り返った瞬間を描いています。 

安井曾太郎 《初秋の明神岳》 

安井曾太郎は大正から昭和にかけて活躍した洋画家で

す。安井は１９３８年の 7 月から 3 か月間、静養のため上

高地に滞在しており、その時にスケッチしたものを、翌年

に作品として完成させました。 

 

 
滞在先のホテルの部屋の窓からは、焼岳、霞沢岳、明神岳などの山並みを見るこ

とができ、その中でも明神岳がひときわ美しいと思ったと述べています。「初秋」

のタイトルの通り、秋の澄んだ空気を感じさせる作品です。 

 

 

《上杉家御廟所》 

天童市名誉市民である日本画家・今野忠一は、戦後の日本画

改革を主導したひとりとして日本美術院で活躍しました。人間

と自然と対話を主題に、実景をもとした心象風景で心の名山を

表現しました。本展では代表作を展示公開し、画家の歩みをた

どり、その功績を顕彰します。 

吉野石膏コレクション 

近代日本絵画名作展（第１期） 

美術館コーナー 編集 阿部 誠司

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年は、成生地区４キロの周回コースを歩き

ます。田園風景や収穫間近のラ・フランス畑、

カクレトミヨの生息するひょうたん池など見ど

ころ満載です！  

その他にも無料で体験できるイベントやキッ

チンカーも出店しますのでお楽しみに！ 

開 催 日：１０月１４日（月・スポーツの日）  
９時開会 

参 加 料：１,０００円（保険料含む） 
申込期間：９月１日から９月３０日まで 

申込方法：当センターホームページまたは参 
加料を添えて総合体育館受付まで 

 

編集  

 

『天童もみじスイーツウオーキング』参加受付中！ 
天童市民スポレクフェスタ２０２４ 

☆第Ⅱ期教室の参加者募集中☆ 

編集 柚留木 崇嗣 

 

 

※詳しくはホームページ、またはお電話でお問

い合わせください。 

☎６５４－６１００ 

◆フラダンスⅡ ◆キラリ☆ジュニア 
スポーツチャレンジ(屋内) 

◆ピラティスⅡ ◆シャドーボクシング＆ 
エアロ美クスⅡ 

編集 兼平 真紀子 

 

 ７月２７日(土)に行われたギャラリートークでは、暑い中定員

を上回るお客様に来館いただきました。講師には、天童郷土研究

会の野口一雄さん、寺津手人形芝居の研究第一人者の大木彬さん

に、手人形芝居の歴史や人形頭の作家についてお話していただき

ました。参加者からは、ずらっと並んでいる１０５体の人形を見

ながら、手人形芝居の歴史や作家の話が聞けてとても勉強になっ

たとのお声を沢山いただきました。 

天童市の文化財になっている寺津手人形１０５体や関係資料

を全て見られる機会は今回しかありません！９月１６日(月)ま

で開催しております。この機会にぜひご覧ください。 

次回企画展のお知らせ 
９月７日(土)～１２月８日(日) 

ミニ企画展「写真で振り返る天童史（平成時代）」 

１０月５日(土)～１２月１５日(日) 

企画展Ⅲ「天童のレトロな看板-天童の人々のくらしと商い-」 



 


